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（87．6％）
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（83．1%）
（85．3%）
（58．4%）
（81．1%）
（54．9%）

1,108／約1,900
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200／364
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～南部幼稚園の子どもたち～

「梅」いっぱい採れたよ　

　５月15日（日）、那智勝浦小学校体育館で行われた少林寺拳法
第34回紀南熊野少年少女拳士大会で、南部支部の子どもたちが、
今年も次の通り優秀な成績を収めました。なお、総合成績も南部支
部が優勝しました。
【競技部門】＜組演武＞●小学2年生以下の部　最優秀（1位）＝
大山葵・南部琴子、優秀（2位）＝杉本怜平・坂本一樹、●小学3年
生の部　最優秀＝湯川善徳・田名真義、優秀＝阪口稜真・山ノ内大
雅、4位＝坂本夏美・前田明日香、5位＝佐野将大・西田翔映、6位＝
森優心・大野佑馬●小学4年生の部　優秀＝畑垣聖・中川弘陸、4
位＝南部慶道・小谷晃喜、6位＝大野和巳・久保井涼●小学5年生
の部　優秀＝杉本侑亮・小西翔太、優良（3位）＝岡本亜花梨・宮﨑
李聖●小学6年生の部　最優秀＝上野恵吾・森忠大、優良＝中川
七海・雛倉一愛、6位＝井野航希・岡本光●中学生の部　最優秀＝
宮本大暉・小西悠介、優秀＝坂北瑞歩・阪本亜弥、優良＝崎山晴
希・森星奈
＜単独演武＞●小学生・低学年の部　優秀＝佐野将大●中学生
の部　最優秀＝出口皓喜、優良＝上野雄輝
＜団体演武＞　最優秀＝南部中学生、優秀＝南部小学生Ｃ、優良
＝南部小学生Ａ
【文化部門】●体験作文の部　優良＝岡本亜花梨、佳作＝坂本夏
美●毛筆の部　優良＝南部慶道、佳作＝宮本大暉　　［敬称略］

少林寺拳法南部支部が
紀南熊野少年少女拳士大会で総合優勝

～守りたいふるさとの自然～
「
蛍
」

南部支部の子どもたち

清
川・木
の
川
会
館
付
近
で

　
　

（
写
真
提
供
は
、長
瀬
一
也
さ
ん
）
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紀
州
梅
の
会
（
会
長　

真
砂

充
敏
田
辺
市
長
）
が
提
唱
し
て

生
ま
れ
た
６
月
６
日
「
梅
の
日
」

に
、
各
地
で
紀
州
梅
の
Ｐ
Ｒ
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

田
辺
市
の
熊
野
本
宮
大
社
で

は
、梅
の
日
記
念
式
典
「
梅
祭
式
」

が
行
わ
れ
関
係
者
ら
約
１
５
０

名
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

本
殿
前
で
行
わ
れ
た
梅
漬
け

の
儀
で
は
、
出
席
者
が
今
年
採

れ
た
南
高
梅
を
樽
に
漬
け
、
梅

産
業
の
発
展
と
一
層
の
需
要
拡

大
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
梅
の
日
」
制
定
の
由

来
と
な
っ
た
京
都
市
の
上
賀
茂

神
社
と
下
鴨
神
社
へ
は
、
小
谷

町
長
ら
町
内
の
関
係
者
が
紀
州

梅
の
会
の
ハ
ッ
ピ
を
着
て
参
拝

し
、
青
梅
を
奉
納
し
ま
し
た
。

両
神
社
の
境
内
で
は
参
拝
者
に

梅
干
を
配
り
Ｐ
Ｒ
も
し
ま
し
た
。

人々の健康を祈願し、梅に感謝を込めて

全国各地で「みなべの梅」をＰＲ！

『梅の日』６月６日は

　

６
月
２
日
～
４
日
、
９
日
、

10
日
に
小
谷
町
長
と
岡
和
雄
町

議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
長
、

う
め
課
職
員
が
、
大
阪
、
広
島
、

福
岡
、
な
ど
全
国
９
箇
所
の
市

場
を
訪
問
し
、
み
な
べ
の
梅
を

Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

訪
問
先
で
は
梅
の
効
能
や
特

許
を
紹
介
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

梅
料
理
の
冊
子
な
ど
を
配
布
し

て
説
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
場
訪
問
は
今
年
で
30

年
目
と
な
り
、
市
場
関
係
者
も

好
意
的
に
受
け
止
め
て
く
れ
て

お
り
、
更
な
る
需
要
拡
大

に
向
け
て
手
ご
た
え
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
、「
青
梅

の
使
い
方
を
知
ら
な
い
人

が
多
い
の
で
、
梅
ジ
ュ
ー

ス
や
梅
干
し
な
ど
の
作
り

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

講
習
会
を
も
っ
と
開
い
て

も
ら
え
た
ら
」
と
言
っ
た

意
見
な
ど
も
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
今
年
か
ら
初
め
て

酒
造
会
社
４
社
も
訪
問
し
、

梅
酒
の
原
料
と
し
て
町
の

～
さ
ら
な
る
需
要
拡
大
を
求
め
て
～

今
年
は
酒
造
会
社
も
訪
問

南
高
梅
を
使
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

最
近
の
梅
酒
ブ
ー
ム
や
梅
酒
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
反
響
な
ど
か
ら
、

梅
酒
の
消
費
は
今
後
も
伸
び
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
そ

の
原
料
で
あ
る
青
梅
に
み
な
べ

の
梅
を
使
っ
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
り
、
青
梅
の
新
た
な
需
要
を

め
ざ
す
も
の
で
す
。

　

各
酒
造
会
社
は
、
会
社
独
自
の

こ
だ
わ
っ
た
梅
酒
の
開
発
を
手

が
け
て
お
り
、
完
熟
南
高
梅
を
要

望
さ
れ
る
会
社
も
あ
り
ま
し
た
。

本宮大社で梅漬けの神事

上賀茂神社へ梅を奉納
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県
と
み
な
べ
町
は
、

６
月
６
日
、
７
日
の

２
日
間
、
関
東
の
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
「
梅
消
費
拡
大
キ

ャ
ラ
バ
ン
」
と
銘
打

っ
て
、
み
な
べ
の
特

産
「
南
高
梅
」
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。

　

梅
農
家
の
女
性
と

う
め
課
職
員
が
、
ス

ー
パ
ー
「
紀
ノ
国
屋
」

の
４
店
舗
を
回
り
、

特
設
の
青
梅
販
売
コ

ー
ナ
ー
で
、「
南
高
梅
」

の
販
売
の
ほ
か
、
梅

「
梅
ジ
ュ
ー
ス 

お
い
し
い
で
す
よ
。

　
　
　
　
　

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！
」

　

梅
干
を
購
入
す
る
年
齢
層
が

高
齢
化
す
る
中
で
、
若
い
世
代

に
梅
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い

購
入
し
て
も
ら
う
た
め
の
取
り

組
み
と
し
て
、
町
は
南
部
高
校

「
農
業
ク
ラ
ブ
」
と
「
加
工
ク
ラ

ブ
」
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
の
協

力
を
求
め
て
、
６
月
14
日
に
南

若
者
の
声
を
、
消
費
拡
大
の
ヒ
ン
ト
に

簡
単
な

 

梅
料
理
紹
介

◆作り方
①鶏もも肉は適当に切って、梅酢に 30 秒
　～１分間漬けます。
②かたくり粉をまぶして衣をつけ、中温で
　からりと揚げます。
　※何もつけなくてもそのままでおいしく
　いただけます。
　※梅酢は、１年ものは酸味がきついので、
　料理に使うのは味がまろやかになった２
　～３年ものがよいでしょう。
　※梅酢に鶏肉を 30 秒から１分くらいつ
　けて、そのまま焼いてもおいしいです。

〜
鶏
も
も
肉
の

　
　

梅
酢
揚
げ
〜

部
高
校
で
「
第
１
回　

販
売
戦

力
会
議
」
を
開
き
ま
し
た
。
今

後
の
商
品
開
発
に
向
け
て
、
若

年
層
が
求
め
て
い
る
商
品
や
味

つ
け
な
ど
の
提
案
や
若
者
な
ら

で
は
の
ア
イ
デ
ア
な
ど
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ジ
ュ
ー
ス
や
梅
酒
、
梅
干
し
の

作
り
方
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
。

来
店
者
に
梅
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲

を
勧
め
る
と
、「
お
い
し
い
」
と

大
変
好
評
で
、
作
り
方
を
聞
か

れ
る
な
ど
、
み
な
べ
の
南
高
梅

に
興
味
を
示
し
て
く
れ
、
大
き

な
Ｐ
Ｒ
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
６
月
17
～
19
日
に
は
、

北
海
道
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
な
ど
で
も
販
売
促
進
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
18
日
、
19
日
の

両
日
に
は
市
場
関
係
者
を
対
象

に
し
た
梅
の
効
能
に
つ
い
て
の

説
明
や
梅
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
梅
加

工
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
梅
ご
は
ん
の
試
食
、
梅
ジ

ュ
ー
ス
の
試
飲
な
ど
も
行
い
、

需
要
拡
大
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

◆材料／４人分
○鶏もも肉…300g　○梅酢…１カップ
○かたくり粉…適量　○揚げ油…適量

　

６
月
20
日
に
衆
議
院
第
二
議

員
会
館
会
議
室
で
第
15
回
梅
振

興
議
員
連
盟
（
会
長　

渡
辺
恒

三
）
総
会
が
開
か
れ
、
町
長
は
じ

め
職
員
５
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
農
林
水
産
省
大
臣

官
房
審
議
官
等
か
ら
梅
の
生
産
・

流
通
・
消
費
・
試
験
研
究
の
動
向

に
つ
い
て
の
説
明
や
報
告
が
行

わ
れ
た
後
、「
健
康
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
し
た
梅
の
消
費
拡
大
を
図

る
こ
と
」
な
ど
梅
支
援
に
つ
い
て

の
６
項
目
の
決
議
が
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
総
会
終
了
後
に
は
職

員
に
よ
る
梅
酒
づ
く
り
の
実
演

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
梅
の
消
費
拡
大

も
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
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平
成
23
年
第
２
回
定
例
町
議
会

南
部
中
学
校
校
舎
耐
震
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
を
可
決

　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
町
議
会
が
、
５
月
23
日
（
月
）
～
31
日
（
火
）
ま
で
開
会
さ
れ

ま
し
た
。（
会
期
は
９
日
間
）
こ
の
定
例
会
で
は
、
平
成
22
年
度
一
般
会
計
な
ど
専
決
処
分

の
承
認
３
件
、
工
事
請
負
契
約
な
ど
議
案
９
件
、
平
成
22
年
度
事
業
の
平
成
23
年
度
へ
の

繰
越
の
報
告
４
件
が
上
程
さ
れ
、
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
承
認
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

◆
平
成
22
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
歳
出
総
額
の
増
減
は
な

く
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
地
方

債
（
町
の
長
期
借
入
金
）
を
主

と
し
た
歳
入
財
源
の
調
整
、
歳

出
に
つ
い
て
は
、
道
路
新
設
改

良
費
の
予
算
の
組
み
替
え
で
す
。

◆
平
成
22
年
度
老
人
保
健
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
０
３
万

２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
１

９
万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
支
払
基

金
交
付
金
、
国
庫
支
出
金
等
の

増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
は
、
会
計
内

の
剰
余
金
を
一
般
会
計
へ
繰
り

出
す
た
め
の
予
算
計
上
で
す
。

　

こ
れ
は
、
老
人
保
健
特
別
会
計

が
平
成
23
年
３
月
31
日
で
廃
止

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
会
計
内
の

整
理
を
す
る
た
め
の
措
置
で
す
。

◆
平
成
22
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
総
額
の
増
減
は
な

く
、
建
設
費
の
財
源
を
起
債
か
ら

下
水
道
基
金
に
更
正
し
ま
し
た
。

〔
※
以
上
の
３
承
認
は
、
緊
急
を

要
し
た
た
め
、
町
長
の
権
限
で

決
定
さ
れ
た
専
決
処
分
で
す
。〕

■
南
部
中
学
校
校
舎
耐
震
改
修
工

事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社　

池
田
土
木
（
芝
）
と
２
億
２
９

８
４
万
５
千
円
で
契
約
を
締
結

す
る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

耐
震
不
足
と
な
っ
て
い
る
管
理

特
別
教
室
棟
の
耐
震
補
強
工
事

と
校
舎
棟
の
改
修
工
事
で
す
。

■
上
南
部
中
学
校
校
舎
耐
震
改

修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
株
式
会
社　

玉

井
組
（
御
坊
市
）
と
１
億
８
６
５

８
万
５
千
円
で
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

工
事
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、

耐
震
不
足
と
な
っ
て
い
る
教
室

棟
の
耐
震
補
強
工
事
と
改
修
工

事
で
す
。

■
和
歌
山
県
住
宅
新
築
資
金
等

貸
付
金
回
収
管
理
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

　

組
合
議
会
の
議
員
定
数
が
７

名
か
ら
８
名
に
増
員
さ
れ
、
任

期
が
２
年
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
市

町
の
長
の
任
期
と
す
る
規
約
の

変
更
で
す
。

■
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
一
部
改
正
及
び

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
等
に

係
る
国
税
関
係
法
律
の
臨
時
特

例
に
関
す
る
法
律
の
公
布
・
施

項　　目 補　正　額 主　な　内　容

総 務 費 ９５４万７千円 防災行政無線等改修工事請負費 232 万 7 千円ほか

民 生 費 ４８８万３千円 障がい者福祉システム改修委託料 262 万 5 千円ほか

衛 生 費 ６５０万０千円 火葬場煙道ダクト改修工事請負費 560 万円ほか

農 林 水 産 業 費 １４００万０千円 ビシャコ谷管路工事請負費 350 万円ほか

土 木 費 ２７３０万０千円 町道埴田堺線工事請負費 1410 万円ほか

消 防 費 ３３２万９千円 災害備蓄備品購入費 88 万 2 千円ほか

教 育 費 １６７２万６千円 南中公共下水道つなぎ込み工事請負費 1660 万円ほか

歳 出 合 計 ８２２８万５千円

平成２３年度一般会計補正予算（第１号）　歳出補正額と主な内容
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行
に
伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
、
主
な
改
正
内

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
東
日
本
大
震
災
に
係
る
雑
損

控
除
額
等
の
特
例

②
東
日
本
大
震
災
に
係
る
住
宅

借
入
金
等
特
別
税
額
控
除
の
適

用
期
限
の
特
例

③
東
日
本
大
震
災
に
係
る
固
定
資

産
税
の
特
例
の
適
用
を
受
け
よ
う

と
す
る
者
が
す
べ
き
申
告
等

■
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改

正
す
る
も
の
で
、
主
な
改
正
内

容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

②
保
険
税
の
算
出
基
礎
で
あ
る

所
得
割
、
資
産
割
の
税
率
と
均

等
割
、
平
等
割
額
の
見
直
し

　

税
率
な
ど
の
改
正
は
、
下
表

の
通
り
で
す
。

■
平
成
23
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
２
２
８

万
５
千
円
を
追
加
し
、
総
額
74

億
６
２
２
８
万
５
千
円
と
す
る

こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
は
、
地
方
交
付

税
４
０
７
５
万
９
千
円
、
国
・

県
補
助
金
１
９
８
２
万
６
千
円
、

町
債
１
７
２
０
万
円
な
ど
で
す
。

　

歳
出
の
内
訳
は
、
４
ペ
ー
ジ

下
表
の
通
り
で
す
。

　

６
月
２
日
、
西
牟
婁
振
興
局

で
厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
の

伝
達
式
が
執
り
行
わ
れ
、
井
野

郁
治
さ
ん
（
西
岩
代
）
に
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
に
お
け
る
福
祉
の

向
上
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
功
労

に
対
し
、
そ
の
功
績
を
称
え
ら

れ
賞
さ
れ
た
も
の
で
す
。

■
平
成
23
年
度
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

予
算
額
の
変
更
は
な
く
、
保

険
税
の
減
額
分
に
前
年
度
の
繰

平成23年度　国民健康保険税額表

区　　分
医療給付費分 後期高齢者支援金分 介護納付金分

22年度→23年度 22年度→23年度 22年度→23年度

所 得 割 額 4.56％→4.05％ 1.70％→1.77％ 1.46％→1.89％

資 産 割 額 18.80％→17.86％ 11.66％→11.77％ 6.42％→7.23％

均 等 割 額 20,500円→18,400円 10,000円→10,400円 9,700円→11,300円

平 等 割 額
（ 特 定 世 帯 ）

22,800円→21,200円
(11,400円→10,600円)

10,400円→10,800円
（5,200円→5,400円） 6,100円→7,100円

課 税 限 度 額 50万円→51万円 13 万円→ 14 万円 10万円→12万円

井
野
郁
治
さ
ん
が

　

厚
生
労
働
大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞

越
金
を
充
て
る
歳
入
予
算
の
組

み
替
え
で
す
。

■
平
成
23
年
度
水
道
事
業
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

事
業
費
用
５
０
０
万
円
の
補

正
で
、
収
益
的
支
出
総
額
は
１

億
２
８
６
９
万
８
千
円
と
な
り

ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
平
成
22
年

度
よ
り
行
っ
て
い
ま
す
東
部
配

水
地
の
増
改
築
工
事
に
伴
い
、
既

設
配
水
地
の
取
り
壊
し
を
実
施

し
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
か

か
る
固
定
資
産
除
却
費
で
す
。

■
平
成
22
年
度
繰
越
明
許
費
な

ど
の
報
告

　

一
般
会
計
は
学
校
の
耐
震
改

修
工
事
な
ど
26
事
業
に
伴
う
総

事
業
費
11
億
７
２
１
５
万
５
千

円
を
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
は
建
設
事
業
（
事
業
費
５

０
０
０
万
円
）
を
、
水
道
事
業

会
計
は
建
設
改
良
費
と
し
て
送

配
水
施
設
整
備
費
（
事
業
費
６

４
９
５
万
８
２
５
０
円
）
と
営

業
費
用
と
し
て
受
託
工
事
（
事

業
費
１
３
８
万
９
１
５
０
円
）

を
平
成
23
年
度
へ
繰
り
越
す
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

■
林
道
東
神
野
川
木
の
川
線
開
設

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　

同
工
事
に
つ
い
て
、
指
名
競

争
入
札
の
結
果
、
有
限
会
社　

宮

崎
組
（
西
岩
代
）
と
５
３
３
５
万

４
７
０
０
円
で
契
約
を
締
結
す

る
こ
と
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

井
野
郁
治
さ
ん
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7月は の納期です
第1期・全期前納

町　

県　

民　

税　

　

住
民
税
＝
町
県
民
税
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
日
常
生
活
と

密
接
に
結
び
つ
い
た
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た
め
に
必
要

な
財
源
で
す
。

町
県
民
税
か
ら

住
宅
ロ
ー
ン
控
除
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す

平
成
21
年
よ
り
公
的
年
金

か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
が

始
ま
り
ま
し
た

　

平
成
11
年
か
ら
18
年
ま
で
の

間
と
平
成
21
・
22
年
に
住
宅
を

取
得
し
て
入
居
さ
れ
た
方
で
、

税
源
移
譲
に
よ
り
所
得
税
に
お

け
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
に
よ
る

減
税
額
が
減
少
す
る
場
合
、
翌

年
度
の
町
県
民
税
の
所
得
割
額

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
な
ど
を

受
給
し
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、

納
税
通
知
書
に
よ
り
町
県
民
税

を
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し

た
が
、
納
税
の
便
宜
や
徴
収
の

効
率
化
を
図
る
た
め
、
平
成
21

年
10
月
か
ら
、
65
歳
以
上
で
公

的
年
金
の
課
税
所
得
が
あ
る
場

　

個
人
の
町
県
民
税
の
納
付
方

法
に
は
、
給
与
か
ら
天
引
き
さ
せ

て
い
た
だ
く
特
別
徴
収
及
び
年

金
か
ら
の
特
別
徴
収
と
、
納
税

通
知
書
に
よ
っ
て
納
付
し
て
い

た
だ
く
普
通
徴
収
が
あ
り
ま
す
。

　

７
月
は
、
普
通
徴
収
の
第
１

期
と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。

７
月
中
ご
ろ
納
税
通
知
書
を
納

税
対
象
の
方
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
期
以
降
の
納
期

は
、
次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月　

▼
３
期
＝
10

月　

▼
４
期
＝
来
年
１
月

固
定
資
産
税

　

固
定
資
産
税
は
、
毎
年
１
月

１
日
（
賦
課
期
日
）
現
在
に
土

地
・
家
屋
や
償
却
資
産
の
所
有

者
と
し
て
、
登
記
簿
や
課
税
台

帳
に
登
記
、
ま
た
は
登
録
さ
れ

て
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
額

は
、
評
価
額
を
基
に
算
定
さ
れ

た
価
格
で
す
。

　

但
し
、
市
町
村
の
区
域
内
に

同
一
人
が
所
有
す
る
土
地
・
家

屋
・
償
却
資
産
の
課
税
標
準
額

が
、
次
の
金
額
に
満
た
な
い
場

合
は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
。

▽
土
地
30
万
円　

▽
家
屋
20
万

円　

▽
償
却
資
産
１
５
０
万
円

　

税
額
の
計
算
方
法
は
、
課
税

標
準
額
×
税
率
１
・
４
％
で
す
。

　

固
定
資
産
税
も
、
７
月
が
第

１
期
と
全
期
前
納
の
納
期
で
す
。

　

７
月
中
ご
ろ
納
税
通
知
書
を

納
税
対
象
の
方
に
送
り
ま
す
の

で
、
納
期
内
に
納
付
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
第
２
期
以
降
の
納
期

は
次
の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
９
月　

▼
３
期
＝
11

月　

▼
４
期
＝
来
年
２
月

町
県
民
税
の

　

納
め
方
と
納
期

国民健康保険税（普通徴収）

固 定 資 産 税

町 県 民 税 （普通徴収）

納付をよろしくお願いします

■
町
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

国
民
健
康
保
険
税
と
も
、
第
１

期
と
全
期
前
納
の
納
期
限
は
８

月
１
日
（
月
）
で
す
。

■
平
成
22
年
４
月
か
ら
、
町
税

を
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
納
付
書
は
昨

年
同
様
ホ
チ
キ
ス
止
め
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
の
で
、
納
付
書
の
納

期
を
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
納

付
を
お
願
い
し
ま
す

■
納
付
に
は
確
実
・
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

合
、
そ
の
部
分
の
町
県
民
税
を

老
齢
基
礎
年
金
等
か
ら
差
し
引

い
て
納
め
て
い
た
だ
く
特
別
徴

収
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

各税金についての
お問い合わせは、
税務課
（℡72-2162）
まで
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み
ん
な
で
支
え
合
う
国
保
の
大
切
な
運
営
費
用

国
民
健
康
保
険
税

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
、

国
保
に
加
入
し
て
い
る
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。

国
保
税
は
、
そ
の
大
切
な
運
営

財
源
で
す
。

　

平
成
23
年
度
の
税
率
は
、
国

保
運
営
協
議
会
で
審
議
後
、
第

２
回
定
例
町
議
会（
５
月
議
会
）

で
可
決
さ
れ
、決
定
し
ま
し
た
。

（
議
会
報
告
５
ペ
ー
ジ
表
参
照
）

　

ま
た
、
平
成
23
年
度
の
国
保

税
収
を
当
初
予
算
よ
り
５
千
５

百
万
円
減
額
す
る
補
正
予
算
も

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
22
年

度
の
決
算
見
込
み
で
、
医
療
費

（
※
保
険
給
付
費
）
が
約
11
億

４
１
５
５
万
円
と
21
年
度
決
算

額
よ
り
約
３
６
０
８
万
円
減
少

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
歳
入
歳

出
の
差
し
引
き
で
黒
字
額
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
国
保
税
を
減

額
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
※
保
険
給
付
費
と
は

　

①
国
保
の
加
入
者
が
使
っ
た

医
療
費
の
総
額
か
ら
自
己
負
担

額
を
引
い
た
療
養
給
付
費
②
自

己
負
担
額
が
あ
る
一
定
基
準
を

超
え
て
高
額
だ
っ
た
場
合
に
支

給
す
る
高
額
療
養
費
③
加
入
者

が
出
産
し
た
と
き
に
支
給
す
る

出
産
育
児
一
時
金
④
加
入
者
が

死
亡
し
た
時
に
喪
主
に
支
給
す

る
葬
祭
費
な
ど
、
国
保
が
支
払

う
医
療
費
全
体
の
こ
と
で
す
。）

　

国
保
税
は
、
国
保
加
入
世
帯

員
の
所
得
や
資
産
、
人
数
な
ど

に
応
じ
て
世
帯
に
課
税
さ
れ
、

世
帯
主
が
納
税
義
務
者
と
な
り

ま
す
。（
国
保
加
入
者
で
あ
る

な
し
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
と

し
て
世
帯
主
に
国
保
税
を
納
め

る
義
務
が
あ
り
ま
す
。）

　

な
お
、
国
保
加
入
者
の
各
年

齢
層
の
課
税
方
法
は
次
の
通
り

で
す
。

①
国
保
加
入
の
39
歳
以
下
の
方

（
介
護
保
険
未
加
入
者
）

　

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　
〔
年
度
途
中
で
40
歳
に
な
る

方
は
、
誕
生
月
分
か
ら
介
護
保

険
分
も
合
わ
せ
て
課
税
さ
れ
ま

す
。〕

②
国
保
加
入
の
40
歳
以
上
64
歳

以
下
の
方
（
介
護
保
険
の
第
２

号
被
保
険
者
）

　

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
＋
介
護
保
険
分
が
課

税
さ
れ
ま
す
。〔
年
度
途
中
で

65
歳
に
な
る
方
は
、
誕
生
月
の

前
月
分
ま
で
の
介
護
保
険
分
が

国
保
税
と
し
て
２
月
ま
で
の
納

期
に
分
け
て
課
税
さ
れ
ま
す
。

（
※
誕
生
月
以
降
は
介
護
保
険

料
と
し
て
別
途
納
め
て
い
た
だ

き
ま
す
）〕

③
国
保
加
入
の
65
歳
以
上
74
歳

以
下
の
方
（
介
護
保
険
の
第
１

号
被
保
険
者
）

　

医
療
保
険
分
＋
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
は
別
途
、
原
則

と
し
て
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ

ま
す
。

■
国
保
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
へ
移
行
し
た
75
歳
以
上
の

方
（
介
護
保
険
の
第
１
号
被
保

険
者
）

　

移
行
後
、
国
保
税
は
課
税
さ

れ
ま
せ
ん
。（
※
注　

但
し
、

国
保
税
は
世
帯
主
が
納
税
義
務

者
に
な
る
た
め
、
75
歳
以
上
の

方
が
世
帯
主
で
あ
る
場
合
、
納

付
書
は
75
歳
以
上
の
方
宛
に
届

き
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ

い
）

　

な
お
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
を
別
々
に

納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護
保

険
料
は
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

差
し
引
か
れ
ま
す
。

　

国
保
税
も
、
７
月
が
第
１
期

の
納
期
で
す
。
納
税
通
知
書
を

７
月
中
ご
ろ
納
税
対
象
の
世
帯

に
送
付
し
ま
す
の
で
、
国
保
会

計
の
安
定
し
た
運
営
と
健
全
化

の
た
め
納
期
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
は
７
月
か
ら
来

年
２
月
ま
で
の
毎
月
（
全
８
回
）

で
す
。

国
保
税
の
課
税
方
法

納
期
内
の
納
税
を

　

お
願
い
し
ま
す

●低所得の方は、基準に該当すれば国保税の軽減が受け
　られます。但し、低所得であっても、未申告ですと軽
　減対象にはなりませんので、国保税の所得申告を行う
　ことが必要です。
●医療保険分と後期高齢者支援金分は、74歳以下の国保
　加入者全員が対象です。
●介護保険分は、40歳以上 64歳以下の方が対象です。

各
納
税
通
知
書
は

７
月
中
ご
ろ
送
付

し
ま
す
。

納
付
は
コ
ン
ビ
ニ

納
付
・
口
座
振
替

が
利
用
で
き
ま
す
。
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
加
入
者
一
人
ひ
と
り
か
ら
保

険
料
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
納
め
る
保
険
料
が
、
大
切
な
医
療
費
の
財
源
と
な

り
ま
す
。

■
保
険
料
の
算
定
方
法

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員

が
等
し
く
負
担
す
る
「
均
等
割

額
」
と
、
所
得
に
応
じ
て
負
担

す
る
「
所
得
割
額
」
を
合
計
し

費
の
低
い
特
例
地
域
の
た
め
、

保
険
料
率
は
県
下
で
一
番
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
６
年
間
か
け

て
県
下
の
保
険
料
率
が
、
統
一

さ
れ
ま
す
。

区　　分 平成20・21年度 平成22・23年度 比較増減
所得割率 ６．８８％ ７．２２％ ＋０．３４％
均等割額 ３７，６５９円 ３８，９０１円 ＋１, ２４２円

た
額
に
な
り
ま

す
。（
年
間
保

険
料
は
50
万

円
を
超
え
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ

ん
。）

　
「
均
等
割
額
」

と
「
所
得
割

率
」
は
、
原
則

と
し
て
県
内
均

一
（
特
例
地
域

を
除
く
）
に
設

定
し
、
２
年
ご

と
に
見
直
し
を

行
い
ま
す
。
今

年
は
、
下
記
の

通
り
で
す
。
み

な
べ
町
は
医
療

■
保
険
料
の
軽
減
措
置

《
均
等
割
額
の
軽
減
》

　

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
保

険
料
の
均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

軽
減
割
合
は
、
同
一
世
帯
の
被

保
険
者
及
び
世
帯
主
の
総
所
得

金
額
等
の
合
計
額
を
も
と
に
、
下

表
の
基
準
に
よ
り
判
定
し
ま
す
。

《
所
得
割
額
の
軽
減
》

　

平
成
22
年
中
の
所
得
金
額
か

ら
基
礎
控
除
額
（
33
万
円
）
を

差
し
引
い
た
総
所
得
金
額
が

58
万
円
（
年
金
収
入
２
１
１
万

円
）
を
超
え
な
い
方
は
、
所
得

割
額
が
５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

《
被
用
者
保
険
（
社
会
保
険
や

共
済
組
合
な
ど
）
の
被
扶
養
者

に
対
す
る
軽
減
》

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加

入
す
る
前
日
に
お
い
て
、
被
用

者
保
険
（
社
会
保
険
や
共
済
組

合
な
ど
）
の
被
扶
養
者
で
あ
っ

た
方
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額

■
保
険
料
の
納
め
方
に
つ
い
て

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の

納
め
方
は
年
金
か
ら
の
天
引
き

に
よ
る
方
法
【
特
別
徴
収
】
と
、

窓
口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
【
普
通
徴
収
】
の
２
種
類

が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
徴
収
】
年
金
支
給
額
が
年

額
18
万
円
以
上
で
、
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
と
介
護
保
険
料

と
の
合
計
額
が
年
金
受
給
額
の

２
分
の
１
を
超
え
な
い
方

▽
特
別
徴
収
は
、
仮
徴
収
と
本

徴
収
が
あ
り
ま
す
。

○
仮
徴
収 ･･･ 

前
年
度
２
月
に

保
険
料
が
天
引
き
（
本
徴
収
）

さ
れ
た
方
は
、同
額
が
４
、６
、８

月
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
仮
徴

収
）
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
に
天
引
き
（
仮

徴
収
）
さ
れ
る
方
は
、
平
成
21
年

中
の
所
得
に
基
づ
い
て
仮
の
保

険
料
を
算
定
し
、
４
、６
、８
月

の
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。

○
本
徴
収 ･･･ 

平
成
22
年
中
の

所
得
に
基
づ
い
て
年
間
保
険
料

の
確
定
を
行
い
、
確
定
し
た
年

間
保
険
料
か
ら
仮
徴
収
し
た
保

険
料
を
差
し
引
い
た
額
が
10
、

12
、
２
月
の
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
ま
す
。

【
普
通
徴
収
】
年
金
支
給
額
が
年

額
18
万
円
未
満
の
方
又
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と
介
護

保
険
料
と
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方

▽
窓
口
納
付
や
口
座
振
替
に
よ

る
方
法
で
納
め
ま
す
。

◆
納
付
方
法
の
選
択
に
つ
い
て

　

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
て
い

る
方
は
、
申
し
出
に
よ
り
口
座

振
替
に
変
更
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
口
座
振
替
へ
の
変
更
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
左
記
の

問
い
合
わ
せ
先
へ
ご
連
絡
下
さ

い
。（
注
）
こ
れ
ま
で
の
納
付
状

況
か
ら
、
口
座
振
替
へ
の
変
更

が
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
関

す
る
こ
と
は
、保
健
福
祉
課
（
℡

72
─
２
５
４
４
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

が
課
さ
れ
ず
、
均
等
割
額
が
９

割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
（
注
）
被
用
者
保
険
（
社
会

保
険
や
共
済
組
合
な
ど
）
の
被

扶
養
者
の
方
で
、
上
記
の
軽
減

が
適
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合

は
、
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

総所得金額等の合計額が次の金額以下の世帯 軽減割合 軽減後
均等割額

均等割額の８．５割軽減を受ける世帯のうち、被保険者全員が
年金収入８０万円以下（その他の所得の金額がない）の場合 ９割 3,890 円

３３万円（基礎控除額）を超えない世帯 ８．５割 5,835 円

３３万円（基礎控除額）＋２４万５千円×当該世帯に属する
被保険者数（被保険者である世帯主を除く） ５割 19,450 円

３３万円（基礎控除額）＋３５万円×当該世帯に属する被保険者数 ２割 31,120 円

（注）軽減判定において、年金所得から１５万円の年金特別控除が適用されます。
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平
成
23
年
７
月
31
日
の
有

効
期
限
満
了
に
伴
い
、
保
険

証
（
被
保
険
者
証
）
を
更
新

し
ま
す
。

 

新
し
い
保
険
証
は
『
う
す
い

緑
色
』
で
す
。
７
月
中
旬
頃

か
ら
順
次
簡
易
書
留
郵
便
で

郵
送
す
る
予
定
で
す
。

　

今
回
お
届
け
す
る
『
う
す

い
緑
色
』
の
保
険
証
は
、
７

月
１
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
の
で
、
お
手
元
に
届
き
次

第
ご
使
用
く
だ
さ
い
。
そ
れ

ま
で
は
現
在
お
持
ち
の
保
険

証
（
オ
レ
ン
ジ
色
）
を
ご
使

用
く
だ
さ
い
。

　

現
在
お
持
ち
の
保
険
証（
オ

レ
ン
ジ
色
）
は
、
８
月
か
ら

お
使
い
い
た
だ
け
ま
せ
ん
の

で
、
ご
自
分
で
破
棄
さ
れ
る

か
、
保
健
福
祉
課
へ
返
却
し

て
く
だ
さ
い
。

※
平
成
23
年
度
住
民
税
の
課

税
所
得
に
よ
り
、
一
部
負
担

金
の
割
合
が
変
更
に
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
（
住
民
税

の
課
税
所
得
が
１
４
５
万
円

以
上
の
被
保
険
者
の
い
る
世

帯
の
方
は
、
一
部
負
担
金
の

割
合
が
３
割
と
な
り
ま
す
）。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

保
険
証
の
色
が

『
う
す
い
緑
色
』

に
変
わ
り
ま
す

　

町
立
保
育
所
臨
時
保
育
士
を
、

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員

臨
時
保
育
士　

３
名

〔
応
募
者
が
多
い
場
合
は
、
面
接

で
決
定
し
ま
す
。〕

■
応
募
資
格

保
育
士
資
格
取
得
者

■
募
集
期
間

７
月
４
日
（
月
）
～
７
月
15
日

（
金
）
午
後
５
時
ま
で
（
土
・
日

曜
日
除
く
）

住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

保
育
所
臨
時
保
育
士
を

募
集
し
ま
す

■
応
募
書
類

履
歴
書
、
保
育
士
証
の
写
し

■
応
募
先

住
民
環
境
課
（
芝
７
４
２
、
役

場
第
１
庁
舎
）

◎
応
募
は
、郵
送
で
も
可
。
但
し
、

７
月
15
日
（
金
）
ま
で
必
着
の

こ
と
。

〔
※
採
用
予
定
期
間
は
、
平
成

23
年
８
月
１
日
（
若
し
く
は
９

月
１
日
）
～
平
成
24
年
３
月
31

日
。
社
保
な
ど
各
種
保
険
あ
り

ま
す
。〕

　

く
わ
し
く
は
、
住
民
環
境
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

和
歌
山
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
次
の
と
お
り

健
康
診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。（
受

診
に
は
申
込
み
が
必
要
で
す
。）

●
受
診
期
間　

受
診
券
（
申
込

後
送
付
）
受
理
の
翌
月
か
ら
平

成
24
年
２
月
29
日
ま
で

●
受
診
場
所　

健
診
実
施
医
療

機
関
（
受
診
券
と
一
緒
に
送
付
）

●
対
象
者　

75
歳
以
上
の
方

（
65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
一
定
の

障
害
認
定
を
受
け
ら
れ
た
方
を

含
む
）

●
費
用　

６
０
０
円

●
申
込
み
方
法　

対
象
者
に
送
付

し
て
い
る
往
復
は
が
き
の
申
込
書

を
郵
送
又
は
、
電
話
申
込
み

（
平
成
24
年
１
月
20
日
ま
で
受
付
）

●
申
込
先　

和
歌
山
県
後
期
高

齢
者
医
療
広
域
連
合
（
℡
０
７

３
─
４
２
８
─
６
６
８
８
）

後
期
高
齢
者
医
療
健
康
診
査
の
ご
案
内

今夏における節電のお願い
　関西電力では夏場にかけて電力が不足する可能性があるため、みなさんに節電への
ご協力をお願いします。期間等は以下の通りです。

●エアコンの温度設定は高めに　
　室温は２８℃を目安に設定。

●不必要な照明の消灯
　日中の照明や、使用していない部屋の
照明などはこまめに消してください。

■節電にご協力いただきたい期間
　平成 23 年７月１日（金）～９月 22 日（木）
　　（８月 12 日（金）～８月 16 日（火）を除く）

■節電にご協力いただきたい曜日・時間帯
　平日の９時から 20 時
　（特に 13 時から 16 時の重点的な節電をお願い
　します）

■節電にご協力いただきたい削減率
　消費電力を、昨夏の実績から 15％程度

＊家庭でできる節電＊

※無理のない範囲での節電に
　ご協力ください
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１．制度資金名　　生活営農資金
　当資金は和歌山県独自の制度資金であり、農業の振興・農林漁業者の生活の安定を
図るため、農協が融資する資金に県等が利子の補給を行うものです。

２．融資対象者
　平成２３年５月の台風２号及び強風雨により被害を受けられた、みなべ町在住の農
業者で、町長が特に農業経営に深刻な影響があると認めた者。

３．資金使途
　農業経営の安定に必要な資金。

４．申し込み先
　みなべいなみ農業協同組合
　（注）融資を受けるためには、みなべ町長の被害認定が必要です。
　（用紙は役場産業課に備えています）

５．受付期間
　平成２３年７月１日から平成２３年８月３１日まで

６．貸付条件
　１）貸付限度額　　２００万円
　２）貸付金利　　　０．２１％
　　　　　　　　　　（但し基金による保証料 0.29%が加算されます）
　３）償還期限　　　５年以内（うち据置期間２年以内）

産業課（℡72－１３３７）からお知らせ

　平成２３年５月の台風２号及び強風雨により、日高・西牟婁地域の梅主産地を中心に多額の
農作物被害が発生しました。
　県に合わせ、みなべ町・みなべいなみ農協・県信連では、被災農家が安定した経営を維持で
きるように、以下の緊急低利融資を実施します。

○お問い合せ先　みなべ町役場　　　産　業　課（℡７２- １３３７）
　　　　　　　　みなべいなみ農協　梅の郷支所（℡７４- ２４１５）
　　　　　　　　　　　　　　　　　高城出張所（℡７５- ２２０１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　南部出張所（℡７２- ２０１１）
　　　　　　　　　　　　　　　　　岩代出張所（℡７２- ２３１０）

農作物被害対策
緊急低利融資のお知らせ



11 10

町営住宅の入居者を募集します
募集期間は、７月１日～12日（土・日を除く）

■入居募集住宅

〈※所在地：井の台住宅は芝崎会館横、猪野（東部）住宅はオークワみなべ店様前道向かい、東本庄住宅は、
上南部中学校の道向かいです。〉

団地名 建設
年度

（種　別）
構　造 間取 駐車場 家賃（月額） 募集

戸数
入居対象
世帯員数 世帯の月収要件
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１ＤＫ 有 11,300 円～
15,000 円 7戸 １人～

２人程度
世帯全員の政令月収が114,000 円以下
（裁量世帯の場合は139,000 円以下）

猪野
（東部）

昭和
63年

（公営）
木造平屋建 ２ＤＫ 有 12,200 円～

24,000 円 1戸 ２人以上 世帯全員の政令月収が158,000 円以下
（裁量世帯の場合は214,000 円以下）

東本庄 平成
６年

（単独）
木造２階建
集合住宅

３ＤＫ 有 14,400 円～
28,400 円 1戸 ２人以上 世帯全員の政令月収が158,000 円以下

（裁量世帯の場合は214,000 円以下）

政令月収の算出方法　政令月収＝（世帯全員の平成22年分所得金額計―世帯控除額）÷12

裁量世帯とは、◎申込者本人及び同居親族がすべて60歳以上（経過措置により昭和31年4月1日以前に生まれた
方）の世帯、または申込者本人が60歳以上（経過措置により昭和31年4月1日以前に生まれた方）で同居親族が
18歳未満からなる世帯◎申込者本人または同居親族に、身体障がい者手帳１級から４級までの交付を受けた方
がいる世帯◎同居親族に小学校就学前の子どものいる世帯　など

　

町
営
住
宅
の
入
居
希
望
世
帯

（
９
戸
）
を
、
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

■
募
集
期
間　

７
月
１
日（
金
）

～
12
日
（
火
）　
（
土
・
日
曜
日

を
除
く
）

■
入
居
募
集
住
宅　

下
記
表

■
入
居
申
し
込
み
資
格
要
件

①
１
年
以
上
町
内
に
住
所
が
あ

る
、
ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
。

②
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居

し
よ
う
と
す
る
親
族
（
結
婚
予

定
者
含
む
）
が
い
る
。

※
井
之
台
住
宅
は
、
単
身
入
居

の
場
合
、
60
歳
以
上
の
方
（
経

過
措
置
に
よ
り
昭
和
31
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
）、

身
体
障
が
い
者
手
帳
１
級
か
ら

４
級
ま
で
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方　

な
ど

③
過
去
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て
世
帯
員
全
員
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、
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町
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税
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町
営
住

宅
家
賃
を
滞
納
し
て
い
な
い
。

④
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
。

⑤
入
居
契
約
時
の
敷
金
（
家
賃

３
か
月
分
）、
毎
月
の
家
賃
が

払
え
る
。

⑥
申
込
者
お
よ
び
同
居
人
が
、

暴
力
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員
で
な
い
こ
と
。

■
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類

①
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居
申
込
書
〔
用
紙
は
、
建

設
課
（
第
２
庁
舎
）
ま
た
は
住

民
環
境
課
窓
口
（
第
１
庁
舎
）

に
あ
り
ま
す
。〕

②
世
帯
員
全
員
の
住
民
票

③
世
帯
員
全
員
の
平
成
23
年
度

所
得
証
明
書

④
世
帯
員
全
員
の
平
成
21
年

度
、
22
年
度
市
町
村
税
納
税
証

明
書

⑤
そ
の
ほ
か
、
町
が
必
要
と
す

る
書
類
（
建
設
課
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
）

■
申
込
書
類
提
出
先

　

建
設
課
（
役
場
第
２
庁
舎
）

■
選
考
方
法

　

募
集
締
め
切
り
後
、
町
営
住

宅
選
考
委
員
会
で
審
査
を
行
い

入
居
順
位
を
決
定
し
ま
す
が
、

順
位
の
決
め
難
い
場
合
は
抽
選

対
象
世
帯
に
よ
る
公
開
抽
選
を

行
い
ま
す
。

■
そ
の
他

　

申
し
込
み
資
格
要
件
に
該
当

し
な
い
場
合
や
、
提
出
書
類
に

不
備
が
あ
る
場
合
は
受
け
付
け

で
き
ま
せ
ん
。

　

申
し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
事
前
に
建
設
課
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

＊
く
わ
し
く
は
、
建
設
課
（
℡

74
─
３
３
３
５
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

建設課（℡74━３３３５）からお知らせ
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田辺新庄総合公園で「第６２回 全国植樹祭」を開催満１００歳、おめでとうございます

泥んこになっちゃた。
　～おいしいお米できるかな？～

　５月22日（日）、
田辺新庄総合公園で
天皇皇后両陛下御臨
席のもと、「緑の神
話 今 そして未来へ 
紀州木の国から」を
大会テーマに第62回
全国植樹祭が開催さ
れました。
　両陛下は前日、み
なべ町内のホテルに

　６月４日（土）、町青少年育成町民会議主催の米づくり体験・
田植えが、徳蔵の水田で行われ、町内の小学生約85名が参加
しました。
　最初に町民会議の会長さんより、「毎日おいしくご飯が食べ
られることやそのお米を作ってくれている方へ感謝の気持ちを
忘れないでほしいこと、またお米がどうやってできていくのか」
などのお話を聞いた後、苗の植え方を教えてもらい田植え作業
に取りかかりました。
　この日、子どもたちは裸足で田んぼに入り、一列に並んで、町
民会議の会員の指導を受けながらもち米の苗を植えました。子
どもたちはヌルッとした泥の感触に歓声をあげながら、楽しそ
うに苗を植えていました。
　今後、９月上旬に稲刈りをし、12月頃に収穫したお米で餅つ
きなど収穫祭を行う予定です。

将来は町長か議員になろうかな？
　小学３年生が町内めぐり

　６月13日（月）～17日（金）の５日間、町では国家公務員の
初任行政研修（地方自治体実地体験研修）の受入れを実施し
ました。
　この研修は、国家公務員の新規採用職員が地方自治体を
訪問し、実地体験等を通して、地域の実態やニーズに関する
認識を深めることを目的に実施されています。
　総務省、農林水産省、環境省から３名の研修生が見えら
れ、町の概要や各課の業務及び梅収穫体験などを研修されま
した。

　町内の小学３年生の児童が社会見学で、役場やうめ振興館
など町内の各施設を巡り、係りの人から説明を受けました。
　役場を訪問してくれた清川・高城小学校の児童は、町長室で
町長から話を聞いたり、議場で役場職員の数や勤務時間など
を質問したあと、各課を回って仕事内容などを勉強しました。

　町内の幼稚園・保育所の子どもたちが梅採りや梅ジュース
作りを体験しました。園児たちは、梅ジュースの出来上がりを
楽しみに、つま楊枝で一粒ずつ丁寧にヘタを取って穴をあけ、
砂糖と一緒に容器に入れました。早く、梅ジュースがのみたい
なぁ。

国家公務員の３名がみなべ町で研修

　みなべ町東岩代の丸山タマヱさんが、６月７日に満100歳の
誕生日を迎えられました。
　誕生日の翌日に、小谷町長が丸山さんを訪ね、尊敬と祝賀
の意を表した「祝百歳」の賞状と記念品並びに花束を贈り長
寿をお祝いしました。
　最近は寝て過ごすことが多いようですが、お世話してくれる
社会福祉協議会のヘルパーさんに「ありがとう」と言葉をかけ
たり、お孫さん達とのひと時を楽しまれているようです。
　これからもお元気で、益々のご長寿を祈念します。

高城保育所の子どもたち

丸山タマヱさん（町長と）

役場若手職員との意見交換会

議場で質問をする清川小、高城小の児童

ご宿泊され、植樹祭ポスター入賞作品をご覧になったあと植樹祭レセプ
ションにご出席されました。
　町長、議会議長はホテルロビーで両陛下をお迎えし、その後、開催さ
れたレセプションに出席し、みなべ町やみなべの梅を紹介させていただ
きました。また、21日、22日の両日は、みなべインターチェンジからホ
テルまでの沿道で大勢のみなさんが両陛下を奉送迎しました。

ヘタ取りは難しいぞ！
　梅ジュースいつできるかなぁ

ホテルでお迎えする町長と議長

沿
道
で
の
奉
送
迎
の
様
子

植
樹
祭
当
日
の
様
子
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●天頂より少し下って（川上弘
美）●空也上人がいた（山田
太一）●ヴァレンタインズ（O・オ
ラフソン）●災害がほんとうに
襲った時（中井久夫）●老いも
孤独も踏み越えて（吉永みち
子）●子どものまんぷくごはん
（コウケンテツ）●イノシシを獲
る（小寺祐二）

　著者は植物卸問屋の５代
目。依頼者の求める植物を日
本・世界の各地を回り、集め、
届ける“プラントハンター”が、
真夏に咲く桜、奇跡的に生ま
れたひまわりの新種など、植物
にまつわるエピソードを紹介し
ます。植物の魅力が伝わってく
る１冊です。

●学校で働く人たち（松井大
助）●葉っぱで調べる身近な
樹木（濱野周泰）●夏のス
イーツ（大森いく子）●野山の
鳴く虫図鑑（瀬長剛）●鉄のし
ぶきがはねる（みはら三桃）
●はらぺこさん（やぎゅうげん
いちろう）●ばあちゃんのおな
か（よしながこうたく）●ぼくと
サンショウウオのへや（ジョンソ
ン）●冒険！発見！大迷路海賊
アドベンチャー（原裕朗）

●地域防災とまちづくり（瀧本
浩一）●オスカー･ワオの短く
凄まじい人生（ジュノ・ディアス）
●名車を創った男たち（大川悠）

　もうすぐ夏休み。海へ行く人、山へ行く人、家
でのんびりの人。みんな楽しみですね。海がテー
マの絵本やお話、図鑑などを集めましたので、
ごらんください。

　いよいよ夏本番。電力不足が伝えられている
今、暮らしを見直してエコについて考えてみま
せんか。省エネ、節約、自然エネルギーなどの
本を紹介します。

「エコ生活」

「海」

74-3283
72-1410

中村卓哉（偕成社）

　沖縄県辺野古地域にある
大浦湾。空から降った雨が川
となり、海に出て、たくさんの生
き物を育んでいる。支えあい、
つながっている生き物たち。こ
の豊かさをなんとか次代に届
けたいという思いの伝わる写
真集です。

わ
す
れ
た
く
な
い
海
の
こ
と

プ
ラ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー

西
畠
清
順（
徳
間
書
店
）

　明治時代に、自転車で世界
一周無銭旅行をした中村春
吉という人がいた。春吉は、自
分ひとりの力で無銭旅行をす
るつもりでいたが、数々の困難
が春吉をおそうたびにその土
地の人や周りの人たちの善意
に助けられて、旅を続けられ
た。今から１００年以上前に
あった約１年３ヶ月の無銭旅
行の伝記です。

横
田
順
彌（
く
も
ん
出
版
）

●楽しく遊ぶ学ぶ　ふしぎの
図鑑（白數哲久）●妖怪横丁
（広瀬克也）●じめんのしたの
小さなむし（たしろちさと）

わ
が
は
い
は

　

中
村
春
吉
で
あ
る

　力作ぞろいです。自由研究のまとめ方や発想のヒント
に、是非ごらんください。

　紙皿に思い思いに絵を描いたり、紙を貼ったりして、
楽しい絵本を作ります。

たのしくつくろう！絵皿えほん

「第14回調べる学習コンクール」
入賞作品の展示

カレンダー７

◆と　き　７月27日（水）午後２時から
◆ところ　ゆめよみ館　◆講　師　松下恭子さん
◆対　象　小学生以上
◆定　員　２０名（受け付けは７月20日（水）から）
※使いやすいはさみがあれば、持参してください。

　みなべ町でとれたチリメンジャコのなかにある、ほか
の生き物を探します。

チリメンモンスターをさがせ！

◆と　き　８月４日（木）午後２時から
◆ところ　ゆめよみ館　◆講　師　酒井俊英先生
◆対　象　小学生以上
◆定　員　２０名（受け付けは７月20日（水）から）

日程　７月27日（水）～７月29日（金）　上南部分館
　　　７月30日（土）～８月14日（日）　ゆめよみ館

●２日（土）わくわくタイム（10:30～）
　おはなし会（14:00～）

7月13日（水）
午後３時から

●8月1日（月）休館

●30日（土）調べる学習コンクール展示
　～8月14日（日）

●29日（金）休館　月末整理日

●28日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●27日（水）「たのしくつくろう！
　絵皿えほん」（14:00～）

●25日（月）休館

●23日（土）ビデオ上映会（10:30～）
　おはなし会（14:00～）

●19日（火）休館
●18日（月）休館　海の日
●16日（土）おはなし会（14:00～）

●14日（木）ちいさいひとのための
　おはなし会（0～3歳）（10:30～）

●11日（月）休館
●９日（土）おはなし会（14:00～）
●４日（月）休館
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住
民
環
境
課（　
72
━
２
１
６
１
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

国
民
年
金
の
保
険
料
の

　
　
　

お
支
払
い
が
困
難
な
と
き
は

免除の種類等 保険料額（月額）
（平成 23 年度）

受け取れる
年金額の割合※

通常納付の場合 １５, ０２０円（全額） １

全 額 免 除 － １／２

３／４免除 ３，７６０円（1/4 納付） ５／８

半 額 免 除 ７，５１０円（1/2 納付） ６／８

１／４免除 １１，２７０円（3/4 納付） ７／８

若年者納付猶予 － －

■免除の種類と保険料額、年金受取額の割合

※平成 21 年４月分以降の保険料で、通常納付の場合を「１」と
　したときの割合です。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
国

民
年
金
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
困
難
な
場
合
、

申
請
を
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
保
険
料
の
全
額
、
ま
た

は
一
部
が
免
除
と
な
る「
保

険
料
免
除
制
度
」
や
「
一

部
納
付（
免
除
）制
度
」「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

免
除
の
期
間
は
、
７
月

か
ら
翌
年
の
６
月
分
ま
で

で
す
。

　

保
険
料
の
免
除
や
猶
予

を
受
け
ず
に
保
険
料
が
未

納
の
状
態
で
、
万
一
、
障

害
や
死
亡
と
い
っ
た
不
慮

の
事
態
が
発
生
す
る
と
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
下
さ
い
。

　

な
お
、
免
除
さ
れ
た
保

険
料
は
10
年
以
内
で
あ
れ

ば
、
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
２
年
を
過
ぎ

る
と
加
算
額
が
つ
き
ま
す
。

■
全
額
免
除
制
度

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
保
険
料
の
全
額
が
免
除

さ
れ
ま
す
。

■
一
部
納
付
（
免
除
）
制

度
（
¾
免
除
、
半
額
免
除
、

¼
免
除
の
３
種
類
）

　

申
請
し
て
認
め
ら
れ
れ

ば
保
険
料
の
一
部
を
納
付
、

残
り
の
保
険
料
は
免
除
さ

れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
免
除
承
認
後
、

一
部
保
険
料
を
納
付
し
な

か
っ
た
場
合
は
、
そ
の
期

間
の
一
部
免
除
が
無
効（
未

納
と
同
じ
）
と
な
る
た
め
、

将
来
の
老
齢
基
礎
年
金
の

額
に
反
映
さ
れ
ず
、
ま
た
、

障
害
や
死
亡
と
い
っ
た
不

慮
の
事
態
が
生
じ
た
場
合

に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

■
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

（
30
歳
未
満
の
方
が
対
象
）

　

30
歳
未
満
の
方
で
、
本

人
・
配
偶
者
の
前
年
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に

は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

免
除
の
対
象
と
な
る
方
は

　

保
険
料
の
免
除
を
受
け

る
に
は
、
本
人
の
ほ
か
、

配
偶
者
や
世
帯
主
な
ど
の

前
年
所
得
が
所
得
基
準
の

範
囲
内
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
所
得

基
準
を
超
え
て
い
て
も
災

害
、
失
業
、
事
業
の
廃
止

な
ど
の
理
由
に
よ
っ
て
保

険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
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７
月
は
、
65
歳
以
上
の
方
に

支
払
っ
て
い
た
だ
く
介
護
保
険

料
の
普
通
徴
収
の
方
の
第
１
期

の
納
期
で
す
。（
普
通
徴
収
＝
自

分
で
金
融
機
関
等
へ
納
付
す
る

方
法
で
す
）

　

介
護
保
険
料
は
原
則
と
し
て

各
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
ま
す
が
、
普
通
徴
収

で
納
め
て
い
た
だ
く
の
は
主
に

次
の
よ
う
な
方
で
す
。

▼
老
齢
年
金
な
ど
の
月
額
が
１

万
５
０
０
０
円
未
満
（
年
額
18

万
円
未
満
）
で
あ
る
方

▼
年
度
途
中
で
65
歳
に
な
っ
た

方
、
ま
た
は
転
入
し
て
き
た
方

　

納
付
対
象
の
方
に
は
、
７
月

中
頃
納
付
通
知
書
を
お
届
け
し

ま
す
の
で
、
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

納
付
に
は
確
実
・
便
利
な
口

座
振
替
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

第
２
期
以
降
の
納
期
は
、
次

の
通
り
で
す
。

▼
２
期
＝
８
月
▼
３
期
＝
９
月

▼
４
期
＝
10
月
▼
５
期
＝
11
月

▼
６
期
＝
12
月
▼
７
期
＝
来
年

１
月
▼
８
期
＝
来
年
２
月

保
健
福
祉
課（　
72
━
２
５
４
４
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

７
月
は
介
護
保
険
料（
普
通
徴
収
）第
１
期
の
納
期
で
す

―

納
付
を
お
願
い
し
ま
す―

　

８
月
か
ら
、
次
の
各
福
祉
医

療
の
受
給
者
証
が
新
し
く
切
り

替
え
に
な
り
ま
す
（
有
効
期
限

は
１
年
間
）。

●
老
人
（
対
象
は
67
～
69
歳
）

●
国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

（
対
象
は
70
～
74
歳
）

各
福
祉
医
療
の
受
給
者
証
を
お
届
け
し
ま
す

●
重
度
心
身
障
が
い
児
（
者
）

●
ひ
と
り
親
家
庭

　

新
し
い
受
給
者
証
を
、
７
月
中

に
お
渡
し
し
ま
す
（
郵
送
ほ
か
）。

　

古
い
受
給
者
証
は
、
各
自
で

破
棄
す
る
か
保
健
福
祉
課
へ
返

し
て
く
だ
さ
い
。

　

今
年
度
は
、
み
な
べ
町
障
が

い
者
基
本
計
画
（
平
成
19
年
策

定
）
及
び
第
２
期
障
が
い
福
祉

計
画
（
平
成
21
年
度
策
定
）
の

更
新
時
期
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、
町
の
障
が
い

者
施
策
の
基
本
理
念
や
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
見
込
量
の
数
値
目

標
を
定
め
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
新
し
く
計
画
を

策
定
す
る
に
あ
た
り
、
み
な
べ

町
障
が
い
者
基
本
計
画
及
び
第

３
期
障
が
い
福
祉
計
画
策
定
委

員
会
（
以
下
、
策
定
委
員
会
）

を
開
催
し
、
本
計
画
を
策
定
す

る
に
当
た
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
無
記
名
）
を
行
う
こ
と
が
決
ま

り
ま
し
た
。

障
が
い
者
基
本
計
画
及
び
障
が
い
福
祉
計
画
策
定
に

　

と
も
な
う
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
実
施
の
お
し
ら
せ

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い

す
る
方
は
、
み
な
べ
町
の
障
害

者
手
帳
（
身
体
障
害
者
手
帳
、

療
育
手
帳
及
び
精
神
障
害
者
福

祉
手
帳
）
を
所
持
さ
れ
て
い
る

方
や
町
内
外
の
施
設
や
事
業
所

で
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

さ
れ
て
い
る
方
で
す
。

　

実
施
時
期
は
、
８
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
策
定
委
員
会
で
は
手

帳
を
も
た
れ
て
い
な
い
方
か
ら

も
障
が
い
者
施
策
に
対
す
る
ご

意
見
を
お
聞
き
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
い
た
だ
け
る
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
出
い
た
だ
い
た
方
に

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送
し
ま

す
の
で
、
ご
記
入
い
た
だ
き
、

同
封
の
返
信
用
封
筒
（
切
手
不

要
）
で
返
信
し
て
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
答
え
い
た

だ
け
る
方
は
、
７
月
末
ま
で
に

保
健
福
祉
課
ま
で
お
申
し
出
下

さ
い
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
保
健
福
祉

課　

障
が
い
者
計
画
ア
ン
ケ
ー

ト
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

　

自
衛
隊
が
、
自
衛
官
採
用
試

験
を
次
の
と
お
り
そ
れ
ぞ
れ
行

い
ま
す
。（
①
応
募
資
格
②
受
付

期
間
③
試
験
日
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
９
月

27
日
ま
で
③
９
月
20
日
（
田
辺

市
）、９
月
24
・
28
日（
和
歌
山
市
）

●
自
衛
官
候
補
生
（
女
子
）

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
８
月

１
日
～
９
月
９
日
③
９
月
26
日

（
和
歌
山
市
）

●
一
般
曹
候
補
生

①
18
歳
以
上
27
歳
未
満
②
８
月

１
日
～
９
月
９
日
③
１
次
＝
９

月
17
日
（
和
歌
山
市･

田
辺
市
）

自
衛
隊
自
衛
官
を

　
　
　

募
集
し
ま
す

●
航
空
学
生

①
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満

②
８
月
１
日
～
９
月
９
日
③
１

次
＝
９
月
23
日
（
和
歌
山
市
）

●
日
時　

７
月
25
日
（
月
）

13
時
か
ら
17
時
（
随
時
）

●
場
所　

南
部
公
民
館
（
片
町
）

●
説
明
内
容　

上
記
各
コ
ー
ス

の
説
明
の
ほ
か
、
防
衛
大
学
・

防
衛
医
科
大
学
等
、
進
路
相
談

●
対
象　

18
歳
～
27
歳
（
高
卒

見
込
）
＊
保
護
者
の
方
で
も
結

構
で
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
自
衛
隊

御
坊
地
域
事
務
所
（
℡
０
７
３

８
─
23
─
０
０
２
０
）
ま
た
は

役
場
総
務
課
へ
。

説
明
会
開
催
の
お
知
ら
せ



（上南部分館）

水 道 係
下水道係

17 16

　

み
な
べ
町
の
公
共
下
水
道
事

業
は
、
事
業
の
認
可
対
象
区
域

に
住
む
皆
さ
ん
に
必
要
な
経
費

の
一
部
を
負
担
し
て
も
ら
っ
て

実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
受

益
者
負
担
と
い
い
、
平
成
12
年

度
か
ら
順
次
、
管
路
工
事
が
済

み
各
戸
へ
公
共
汚
水
桝
を
設
置

し
た
区
域
の
方
に
納
付
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
平
成
20
年
度
～

22
年
度
中
に
桝
の
設
置
が
済
ん

だ
区
域
の
方
に
納
付
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
対
象

区
域
の
皆
さ
ん
に
は
、
７
月
初

め
に
納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

上
下
水
道
課（　
72
━
３
６
０
５
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

公
共
下
水
道
受
益
者
負
担
金
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

■
対
象
地
域　

芝
、
東
吉
田
、
南
道
の
そ
れ
ぞ

れ
一
部

■
負
担
金
の
額　

１
平
方
メ
ー
ト
ル
に
つ
き
５
０

０
円
×
土
地
の
面
積

■
納
付
方
法　

　

次
の
い
ず
れ
か
納
め
や
す
い

方
法
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
分
割
納
付　

平
成
23
年
度
～

25
年
度
ま
で
の
３
年
間
、
年
４

回
納
付
（
７
月
・
９
月
・
11
月
・

翌
年
２
月
、
合
計
12
回
）

◎
一
括
納
付　

上
表
の
通
り
。
前

納
報
奨
金
が
差
し
引
か
れ
ま
す
。

■
納
付
期
限（
初
回
分
・
全
期
分
）

８
月
１
日
（
月
）

■
納
付
場
所　

町
が
指
定
し
た
各
金
融
機
関

　

な
お
、
平
成
21
年
度
、
ま
た

は
22
年
度
か
ら
分
割
納
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
や
農
業
集
落
排

水
は
、
皆
さ
ん
に
利
用
し
て
い

一括納付の方法 前納報奨金として
差し引かれる割合

例えば、土地の面積が
240㎡の場合の差引額

１年分（４回分）
を一括納付

負担金額の１年分
（1/3）の３％を差引

（240㎡×500円＝120,000円）
×1/3×3％＝1,200円

２年分（８回分）
を一括納付

負担金額の２年分
（2/3）の６％を差引

（240㎡×500円）
×2/3×6％＝4,800円

３年分（12回分）
を一括納付

負担金全額の
10％を差引

（240㎡×500円）
×10％＝12,000円

■一括納付した場合の差引額

早
期
の
つ
な
ぎ
込
み
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

１等・前後賞
合わせて３億円！

この宝くじの収益金は、市町村の明る
く住みよいまちづくりに使われます。

発売期間
　７月11日（月）～７月29日（金）
抽選日
　８月９日（火）

た
だ
い
て
こ
そ
価
値
が
あ
り
ま

す
。
川
や
海
の
自
然
環
境
を
き

れ
い
に
し
、
家
庭
や
地
域
を
衛

生
的
で
快
適
な
生
活
環
境
に
改

善
す
る
た
め
、
１
日
も
早
く
つ

な
ぎ
込
み
を
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

『２０００万サマー』も
同時発売！

サマージャンボ
サマージャンボ

宝くじ宝くじ
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日　　時：７月２８日（木）13:30 ～ 15:00
場　　所：ふれ愛センター
対　　象：妊婦または１歳未満のお子さんの保護者
受付期間：７月１日 ( 金）～７月２２( 金 )
　　　　　（先着 20 名）※申し込みが必要です
申込先：こひつじランド（愛之園保育園内）（℡72－2371）
持ち物：タオル 1 ～ 2 枚、バスタオル 1 枚

プレママ＆フレッシュママ交流事業
『ベビーマッサージ』

「マタニティー＆ベビーサロン」

日時：７月２１日（木）13:30 ～ 15:00
場所：こひつじランド（埴田　愛之園保育園内）
対象：妊婦または小さなお子さんの保護者
内容：①出産に向けて助産師からのアドバイス
　　　②赤ちゃんの食事について

　

私
た
ち
の
身
の
回
り
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
計
量
器
が
使
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

計
量
器
は
正
確
に
計
量
で
き
、

正
し
く
使
わ
れ
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

お
店
や
学
校
・
病
院
な
ど
、「
は

か
り
」
を
使
っ
た
取
引
や
証
明

を
行
っ
て
い
る
方
は
、
計
量
法

で
２
年
に
１
度
、
定
期
検
査
を

受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、み
な
べ
町
内
の
「
は

か
り
」
に
つ
い
て
、
次
の
日
程

で
定
期
検
査
を
実
施
し
ま
す
の

で
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

（
検
査
に
は
、
手
数
料
が
か
か
り

ま
す
。）

　

く
わ
し
く
は
、
県
商
工
観
光

労
働
総
務
課
（
℡
０
７
３
─
４

４
１
─
２
７
１
３
）
ま
た
は
、

産
業
課（　
72
━
１
３
３
７
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

計
量
器「
は
か
り
」の
定
期
検
査
に
つ
い
て

月　　日 時　　間 場　　所

７月２０日（水）
１３：００～１４：００ 清川公民館
１４：３０～１５：３０ 高城公民館

７月２１日（木）
１０：３０～１２：００ 南部公民館岩代分館
１３：３０～１６：００ 中央公民館

７月２２日（金）
１０：３０～１２：００

役場第 1 庁舎
１３：００～１５：３０

産
業
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■検査の日程・場所

税
務
課（　
72
━
２
１
６
２
）か
ら
お
知
ら
せ

TEL

地
籍
調
査
事
業
が
終
了
し
た
土
地
の
課
税
地
積
に
つ
い
て

　

土
地
の
固
定
資
産
税
に
つ
き

ま
し
て
は
、
登
記
簿
地
積
に
よ

り
評
価
を
行
い
課
税
す
る
こ
と

が
原
則
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

み
な
べ
町
で
は
地
籍
調
査
後
に

地
積
が
増
加
し
た
場
合
で
も
、

未
調
査
地
区
と
の
税
負
担
の
均

衡
を
考
慮
し
、
増
税
し
な
い
例

外
的
な
取
り
扱
い
（
地
籍
調
査

前
地
積
を
課
税
地
積
と
す
る
）

を
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
地
籍
調
査
事
業
は
、

調
査
が
始
ま
っ
て
15
年
以
上
に

な
り
事
業
の
趣
旨
や
そ
の
効
果

が
相
当
程
度
住
民
の
皆
様
に
御

理
解
を
得
ら
れ
て
き
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
行
ど

お
り
例
外
的
な
取
り
扱
い
を
続

け
る
こ
と
は
他
の
土
地
と
比
較

し
て
か
え
っ
て
税
負
担
の
不
公

平
を
生
じ
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と

と
近
隣
自
治
体
の
状
況
等
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
、
平
成
25
年

度
か
ら
、
原
則
ど
お
り
、
地
籍

調
査
終
了
後
の
登
記
地
積
に
よ

り
課
税
を
行
う
こ
と
と
い
た
し

ま
す
の
で
、
ご
了
承
下
さ
い
。

非
木
造（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
・
鉄
骨
造
な
ど
）の

冷
蔵
倉
庫
の
取
扱
い
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
度
か
ら
非
木
造
の

冷
蔵
倉
庫
（
保
管
温
度
が
10
℃

以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）
の
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
、
評
価
額

の
計
算
方
法
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

い
ま
ま
で
こ
れ
ら
は
、「
一
般
倉

庫
」
と
同
じ
扱
い
と
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
24
年
度
か
ら

は
「
冷
蔵
倉
庫
」（
保
管
温
度
が

10
℃
以
下
に
保
た
れ
る
倉
庫
）

は
「
一
般
倉
庫
」
に
比
べ
家
屋

の
評
価
額
が
早
く
減
少
す
る
計

算
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

つ
い
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
非
木

造
の
冷
蔵
倉
庫
の
所
有
状
況
を

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
町
内
に
所
有

す
る
倉
庫
が
非
木
造
の
「
冷
蔵

倉
庫
」
に
該
当
す
る
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
税
務
課
固

定
資
産
税
係
ま
で
ご
連
絡
下
さ

い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
倉
庫
内
に
単
に
冷
蔵

庫
を
設
置
し
て
い
る
場
合
に
つ

き
ま
し
て
は
、
こ
の
た
び
の
改

正
に
よ
る
変
更
は
ご
ざ
い
ま
せ

ん
の
で
ご
連
絡
は
不
要
で
す
。
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※７月５日は、高城中学校３年生が思春期体験学習で
健診のお手伝いをします。

（平成23年3月・平成22年9月生まれ）
７月５日（火） 13：00～13：30４・1 0か月児健診

（平成19年12月・平成20年1月生まれ）
７月27日（水） 13：00～13：30３歳６か月児健診

（平成21年12月・平成22年1月生まれ）
８月３日（水） 13：00～13：30１歳６か月児健診

※対象のお子さんには、案内状（予診票同封）を配付します。

役場第１庁舎７月21日（木）

（受付時間：13：00～13：20）日 本 脳 炎

南部小3年生、
岩代小2・3・4年生

ふれ愛センター８月２日（火）南部小3年生、
岩代小2・3・4年生

南部小2・4年生

対　象　者（地区） 実　施　日 場　所

役場第１庁舎７月26日（火）

南部小2・4年生 ふれ愛センター８月４日（木）

南部小、岩代小5年生 ふれ愛センター８月１日（月）

トレーニング教室　～はあと館（社会福祉センター）～

7月1日（金）・8日（金）・15日（金）・22日（金）・29日（金）

　今年度のミニドック（特定健診・がん検診など）の予
定は、下記の通りです。
［※特定健診の受診対象は、町国民健康保険に加入
している35歳～75歳の方です］
　受診を申し込まれた方には、受診日などを記入した
受診カードと問診票を、６月下旬から順次お届けしてい
ます。届いたら、受診日と受診場所を確認後、問診票は
必ず記入して、受診カードと一緒に当日持って来てくだ
さい。なお、特定健診を受ける方は国民健康保険証も
ご持参ください。

ミニドックのご案内

 18：00～21：00

　高校３年生に相当する年齢の方は、実施期間中、●出口
産婦人科（北道）●野村小児科内科（同）●森上医院（同）
●辻村外科（東吉田）●ひがし内科クリニック（東本庄）
●高城診療所（広野）のいずれかで接種してください。

役場第１庁舎　３階

対象：小学６年生（集団）

受付時間はいずれも13：00～13：20
※接種の際、保護者の同伴が必要です。

7月25日（月）

二種混合（ジフテリア・破傷風）

■南部・岩代小生徒
ふれ愛センター7月29日（金）■上南部・高城・清川小生徒

対象：高校３年生相当

実施期間：７月１日（金）～８月３１日（水）

麻しん風しん（Ⅳ期）

　平成１７年度から、日本脳炎予防接種の積極的な
勧奨を差し控えていましたが、新しいワクチンが開
発されたため、平成２３年５月２０日より日本脳炎予
防接種の接種不足分について接種ができるようにな
りました。
　対象は平成７年６月１日～平成１１年４月１日生ま
れの方です。
　不足分の接種を希望される方は、７月１５日（金）
までにふれ愛センター（℡７４－３３３７）へお申込み
下さい。

日本脳炎予防接種のご案内

＊日本脳炎予防接種の標準的な接種スケジュール
●１期（計３回）　３歳児の時に２回、４歳児の時に１回
●２期（１回）　　９歳児の時に１回

　暑くなると食中毒菌やウイルスにとって絶好の環境に
なります。食中毒を予防するためには日頃の衛生管理が
大切です。

　調理器具の殺菌・消毒、まな板の使い分け、冷蔵保
存、食品の十分な加熱などを心がけてください。

食中毒にご注意を！

　８月にミニドックの結果説明会を行います。特定健診
の結果、35歳～74歳までのメタボリックシンドローム予防
のため保健指導が必要な方（治療中の方を除く）には、
来年２月までの約半年間、月１回程度のメタボ教室（特
定保健指導）をお勧めします。

※受付時間は、いずれも午前７時～10時です。
　（７月６日のみ午前７時～９時）
※動脈硬化検査はふれ愛センターでのみ実施します。
※子宮・乳房検診は、８月結果説明会の日に行います。
※指定された受診日に都合が悪い方は、別の日に受診して
ください。

７月６日（水）

７日（木）

受　診　日 受診場所

ミニドックの受診日＆受診場所

役場第一庁舎
ふれ愛センター

８日（金） ふれ愛センター

12日（火） ふれ愛センター

13日（水） ふれ愛センター

7月15日（金）

　  20日（水）

受　診　日 受診場所
ふれ愛センター
ふれ愛センター

　  21日（木）ふれ愛センター

　  22日（金）ふれ愛センター

14日（木） ふれ愛センター 　  27日（水） 高城公民館
　  26日（火）ふれ愛センター

～結果説明会は8/9～8/31まで～

【食中毒予防の３原則】
　菌やウイルスを
『①つけない　②増やさない　③やっつける』
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７月の消費生活相談会
8日（金）13：00～16：00
片町　はあと館で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

７月の人権・行政・登記相談
13日（水）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

７月の県による巡回職業相談
28日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

７月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

◆南部幼、プール遊び始まり
◆上南部中３年生、
　救急救命講習

◆白梅幼、夏期保育開始
◆岩代小、夏休みプール開放
　（8/26まで）
◆南部川体験学習
　（9：00～・南部川河川敷）
◆二種混合予防接種
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆日本脳炎予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼年長組、虹訪問
◆高城保、図書館見学
◆清川保・愛之園保、プール開き

◆高城保、清川保、
　交通安全教室（高城保育所）

◆清川小、臨海学習
◆清川小5・6年生、
　宿泊研修（～27日）
◆岩代小、海洋水泳（予備日28日）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）
◆日本脳炎予防接種
　（13：00～・役場第１庁舎）

各納期　水道料金（5・6月分）
　公共下水道使用料（5・6月分）
　農業集落排水使用料（6・7月分）
　の各口座振替

◆白梅幼、百万遍念仏
◆清川小、
　授業参観・心肺蘇生法講習会
◆高城中、授業参観
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆高城保、保育参加の日
　（25、26日）
◆清川小、川開き
◆上南部小、救急救命講習会
◆南部幼、白梅幼、各小・中学校
　（上南部中を除く）、終業式
◆こひつじランド第5回育児
　講座「プール遊び」
　（10：00～・愛之園保）

◆愛之園保、プールたっぷりデー
◆町内水泳大会
　（13：00～・南部小プール）
◆たのしくつくろう！紙皿えほん
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆調べる学習コンクール入賞
　作品展示（～29日・上南部分館）
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、七夕
◆ひかり保、七夕笹流し
◆白梅幼、七夕会
◆南部幼、七夕まつり
◆南部保・上南部保・高城保、
　清川保、おひさま広場（開放
　保育）・七夕まつり（10：00～）
◆岩代小、
　授業参観・救急救命法講習会
◆上南部小、授業参観

◆上南部保、プール開き
◆ひかり保、百万遍
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆上南部保、
　おひさま広場（開放保育）・
　外で自由遊び（10：00～）
◆高城小、心肺蘇生法講習会
◆南部小5年生、キャンプ
　（～22日）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）
◆日本脳炎予防接種
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼年長、お泊り保育
　（～29日）
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

国民安全の日

川の日

勤労青少年の日製品安全点検日

食育の日

◆南部幼、磯遊び
◆清川小、梅シロップづくり
◆南部小3・4年生・あおぞら
　学級1、授業参観
◆上南部中、校内球技大会
◆南部中1・2年生、
　心肺蘇生法講習会

◆ひかり保、高城保、プール開き
◆愛之園保、eco孫爺おじい
　ちゃん、おばあちゃんとの
　お掃除大作戦
◆清川中、心肺蘇生法講習会
◆消費生活相談会
　（13：00～・はあと館）

◆白梅幼、保育参観
◆上南部中、終業式
◆こひつじランド第4回
　育児講座「ママヨガ」
　（10：00～・役場第１庁舎）

◆南部長寿大学、
　（地域学習・南部公民館）

◆二種混合予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、保育・給食参観
◆白梅幼、園開放日

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆ひかり保、終業式・朝顔まつり
◆白梅幼、園開放日

◆上南部保、清川保、南部保、
　夕涼み会
◆愛之園保、おひさま広場
　（開放保育）・保育園まつりに
　行こう（17：30～・申込要）
◆岩代小ＰＴＡ、
　アルミ缶回収作業

◆高城保、夕涼み会
◆高城中、
　ＰＴＡ奉仕作業・花作り
◆清川中、
　ふれ愛サマーフェスティバル
◆清川中、
　廃品回収・環境整備作業
◆調べる学習コンクール
　入賞作品展示
　（～8月14日・ゆめよみ館）

◆福祉・介護のしごとフェア
（13：00～・田辺市、ハナヨアリーナ）
（問い合わせは
田辺市社協℡26-4918へ）

◆南部幼、親子夏まつり

◆高城小、環境整備作業、
　空き瓶・アルミ缶回収

◆岩代小、南部小、
　梅の里サマースクール

◆南部小5・6年生、授業参観
◆上南部中、租税教室

◆高城保、バイキング給食
◆岩代小、七夕集会
◆高城中3年生、思春期体験学習
◆４・10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城保、七夕ふれあい会
◆愛之園保すみれ組、虹訪問
◆上南部小、七夕集会
◆高城小、授業参観
◆高城中、参加型体験学習
◆南部中3年生、
　心肺蘇生法講習会

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

７月の田辺年金事務所年金相談
９日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）
◆「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6月20日～7月19日）
◆全国一斉「子どもの人権110番」強化週間
　（６月27日～7月3日）
◆青少年の非行・被害防止全国強調月間
◆“社会を明るくする運動”強調月間
◆「愛の血液助け合い運動」月間
◆海の月間

海の日

★鹿島神社花火祭り

◆河川愛護月間
◆海岸愛護月間
◆「青い羽根募金」強調運動期間（～8月31日）
◆全国安全週間（1日～７日）
◆全国鉱山保安週間（1日～7日）
◆全国海難防止強調運動（16日～31日）
◆森と湖に親しむ旬間（21日～31日）
◆自然に親しむ運動（21日～8月20日）

各納期　町県民税、固定資
産税、国民健康保険税（1期・
全期）/介護保険料（普通徴収
1期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収1期）/公共下水道
受益者負担金（1期・全期）
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７月の消費生活相談会
8日（金）13：00～16：00
片町　はあと館で
消費生活相談
（県消費生活センター相談員）

７月の人権・行政・登記相談
13日（水）13：30～15：30
ふれ愛センターで
人権相談（人権擁護委員）
行政相談〔国・県・町などへの
苦情や要望〕（行政相談員）
登記相談（和歌山地方法務局
田辺支局員）

　民生児童委員さんは生活苦、
家族の介護、いじめなど親身に
相談にのってくれます。
　また行政との橋渡しをしてくれ
ます。特に子どもにかかわる問題
については、地域担当の民生児
童委員さんと一体になって活動
する主任児童委員さんもいます。
近くの民生児童委員さんのお名
前やくわしいことは、保健福祉課
（℡72-2544）へ。

７月の県による巡回職業相談
28日（木）13：30～15：30
南部公民館（片町）で

　相談員が求人情報を提供、ま
た求職の相談を受けます。
　くわしくは、日高振興局企画産
業課（℡0738 -24 -2946）へ。

７月は

第２土曜日　午前9：30～午後4：00
（月曜日は午後7：00まで・祝日は休み）
月～金曜日　午前8：30～午後5：15

◆南部幼、プール遊び始まり
◆上南部中３年生、
　救急救命講習

◆白梅幼、夏期保育開始
◆岩代小、夏休みプール開放
　（8/26まで）
◆南部川体験学習
　（9：00～・南部川河川敷）
◆二種混合予防接種
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆日本脳炎予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆南部幼年長組、虹訪問
◆高城保、図書館見学
◆清川保・愛之園保、プール開き

◆高城保、清川保、
　交通安全教室（高城保育所）

◆清川小、臨海学習
◆清川小5・6年生、
　宿泊研修（～27日）
◆岩代小、海洋水泳（予備日28日）
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（14：30～16：30）
◆日本脳炎予防接種
　（13：00～・役場第１庁舎）

各納期　水道料金（5・6月分）
　公共下水道使用料（5・6月分）
　農業集落排水使用料（6・7月分）
　の各口座振替

◆白梅幼、百万遍念仏
◆清川小、
　授業参観・心肺蘇生法講習会
◆高城中、授業参観
◆人権・行政・登記相談
　（13：30～・ふれ愛センター）

◆高城保、保育参加の日
　（25、26日）
◆清川小、川開き
◆上南部小、救急救命講習会
◆南部幼、白梅幼、各小・中学校
　（上南部中を除く）、終業式
◆こひつじランド第5回育児
　講座「プール遊び」
　（10：00～・愛之園保）

◆愛之園保、プールたっぷりデー
◆町内水泳大会
　（13：00～・南部小プール）
◆たのしくつくろう！紙皿えほん
　（14：00～・ゆめよみ館）
◆調べる学習コンクール入賞
　作品展示（～29日・上南部分館）
◆3歳6か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、七夕
◆ひかり保、七夕笹流し
◆白梅幼、七夕会
◆南部幼、七夕まつり
◆南部保・上南部保・高城保、
　清川保、おひさま広場（開放
　保育）・七夕まつり（10：00～）
◆岩代小、
　授業参観・救急救命法講習会
◆上南部小、授業参観

◆上南部保、プール開き
◆ひかり保、百万遍
◆県こうのとり相談
　（田辺保健所）（15：30～17：30）

◆上南部保、
　おひさま広場（開放保育）・
　外で自由遊び（10：00～）
◆高城小、心肺蘇生法講習会
◆南部小5年生、キャンプ
　（～22日）
◆マタニティー＆ベビーサロン
　（13：30～・こひつじランド）
◆日本脳炎予防接種
　（13：00～・役場第１庁舎）

◆南部幼年長、お泊り保育
　（～29日）
◆プレママ＆フレッシュママ
　交流事業「ベビーマッサージ」
　（13：30～・ふれ愛センター）
◆県による巡回職業相談
　（13：30～・南部公民館）

国民安全の日

川の日

勤労青少年の日製品安全点検日

食育の日

◆南部幼、磯遊び
◆清川小、梅シロップづくり
◆南部小3・4年生・あおぞら
　学級1、授業参観
◆上南部中、校内球技大会
◆南部中1・2年生、
　心肺蘇生法講習会

◆ひかり保、高城保、プール開き
◆愛之園保、eco孫爺おじい
　ちゃん、おばあちゃんとの
　お掃除大作戦
◆清川中、心肺蘇生法講習会
◆消費生活相談会
　（13：00～・はあと館）

◆白梅幼、保育参観
◆上南部中、終業式
◆こひつじランド第4回
　育児講座「ママヨガ」
　（10：00～・役場第１庁舎）

◆南部長寿大学、
　（地域学習・南部公民館）

◆二種混合予防接種
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆愛之園保、保育・給食参観
◆白梅幼、園開放日

◆田辺年金事務所・年金相談
　窓口開設（9：30～16：00）

◆ひかり保、終業式・朝顔まつり
◆白梅幼、園開放日

◆上南部保、清川保、南部保、
　夕涼み会
◆愛之園保、おひさま広場
　（開放保育）・保育園まつりに
　行こう（17：30～・申込要）
◆岩代小ＰＴＡ、
　アルミ缶回収作業

◆高城保、夕涼み会
◆高城中、
　ＰＴＡ奉仕作業・花作り
◆清川中、
　ふれ愛サマーフェスティバル
◆清川中、
　廃品回収・環境整備作業
◆調べる学習コンクール
　入賞作品展示
　（～8月14日・ゆめよみ館）

◆福祉・介護のしごとフェア
（13：00～・田辺市、ハナヨアリーナ）
（問い合わせは
田辺市社協℡26-4918へ）

◆南部幼、親子夏まつり

◆高城小、環境整備作業、
　空き瓶・アルミ缶回収

◆岩代小、南部小、
　梅の里サマースクール

◆南部小5・6年生、授業参観
◆上南部中、租税教室

◆高城保、バイキング給食
◆岩代小、七夕集会
◆高城中3年生、思春期体験学習
◆４・10か月児健診
　（13：00～・ふれ愛センター）

◆高城保、七夕ふれあい会
◆愛之園保すみれ組、虹訪問
◆上南部小、七夕集会
◆高城小、授業参観
◆高城中、参加型体験学習
◆南部中3年生、
　心肺蘇生法講習会

連絡は教育学習課
教育相談

（℡ 74－2191）へ

毎週金曜日9：00～12：00
ふれ愛センターで

育児なんでも相談（保健師）

毎週月～金曜日9：00～16：00
片町　はあと館で

暮らしなんでも相談（町社協）

７月の田辺年金事務所年金相談
９日（土）（9：30～16：00）

　くわしくは、同事務所（田辺市
朝日ヶ丘　℡24-0435）へ。

年金相談窓口開設

◆夏の省エネキャンペーン（～9月30日）
◆「ダメ。ゼッタイ。」普及運動（6月20日～7月19日）
◆全国一斉「子どもの人権110番」強化週間
　（６月27日～7月3日）
◆青少年の非行・被害防止全国強調月間
◆“社会を明るくする運動”強調月間
◆「愛の血液助け合い運動」月間
◆海の月間

海の日

★鹿島神社花火祭り

◆河川愛護月間
◆海岸愛護月間
◆「青い羽根募金」強調運動期間（～8月31日）
◆全国安全週間（1日～７日）
◆全国鉱山保安週間（1日～7日）
◆全国海難防止強調運動（16日～31日）
◆森と湖に親しむ旬間（21日～31日）
◆自然に親しむ運動（21日～8月20日）

各納期　町県民税、固定資
産税、国民健康保険税（1期・
全期）/介護保険料（普通徴収
1期）/後期高齢者医療保険料
（普通徴収1期）/公共下水道
受益者負担金（1期・全期）
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